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コメント 

 本研究は、世界最⾼となる 50T を実現する⾼温超伝導無冷媒
超伝導磁⽯の要素技術を開発することを⽬的としている。⾼磁
場の実現は、科学技術を⽀える基盤であり、特に物性物理学の
分野において国際競争⼒を保つために必要なものである。また、
その要素技術は、医療⽤⾼分解 MRI などへの波及効果も期待で
きる。 

応募者は、実⽤超伝導磁⽯の世界記録を保持していた 25T の
無冷媒超伝導磁⽯を実現するなど、様々な経験を有しており、
本研究を遂⾏し、⼗分な研究成果を上げることが期待できる。 

  

  


